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試験区分 一般（前期） 本年度出題テーマ一覧

2025 2月6日 私立 聖マリアンナ医科大学 医学部 講評 化学

制限時間 75分 (理科２科150分)

計算力 手際よく正確に計算できるか

読解力 問題文から必要な情報を抽出できるか

知識力 物質，反応，解法の知識

入試から見る

大学が求める学生像

昨年度と比較して易化した。教科書をしっかりと読み、標準的な問題演習を重ねてきた受験生であれば、ほとんど手が止まる

問題は無かったのではないだろうか。行数指定の現象説明問題が例年多く出題されるが、本年度では1題だけであった。計算問

題も1題だけであり、解答時間にもかなり余裕がある構成である。

本年度 出題詳細分類

分量 完答に要する時間（制限時間は75分） 極めて高い正答率を要する

総合評価

難度 最難を５とする問題自体の難度 一次合格に必要な正答率（予想） 87%

思考力 基礎知識や問題文から推測する力

見極力 解きやすい問題を選択する力

合格に要する能力（５段階）

理由記述あり 図表なし

► 設問ごとにテーマが一貫しており，目標に向かう流れがある。速やかなテーマの把握が鍵となる。

► 入試問題としてありふれた題材が多い。単純に演習量で十分に対策できる。

► 概ね公式の運用に関する出題である。日々の演習量が重要となる。

► 解法が誘導的に与えられる傾向がある。基礎に重点を置いた学習が要となる。

入試の特徴と対策
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易しい

少ない

特殊問題の有無 数値計算あり グラフなし 正誤問題あり

0

1

2

3

4

5

知識力

読解力

計算力思考力

見極力

合格に要する能力（５段階）

答えのみ記述 100%

0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0%

53
%

0% 0% 0% 0% 0% 0%

47
%

0% 0%

物
質
の
構
造
（
結
晶
格
子
）

化
学
量

酸
塩
基

酸
化
還
元

状
態
変
化

気
体

溶
液

熱
化
学
（
光
化
学
も
含
む
）

電
気
化
学

反
応
の
速
さ

化
学
平
衡
（
主
に
気
体
平
衡
）

電
離
平
衡
（
溶
解
度
積
も
含
む
）

ハ
ロ
ゲ
ン
元
素

非
金
属
元
素
（
ハ
ロ
ゲ
ン
以
外
）

金
属
元
素

沈
殿
・
金
属
イ
オ
ン
の
分
離

有
機
化
学
の
基
礎
（
元
素
分
析
な
ど
）

炭
化
水
素

酸
素
を
含
む
脂
肪
族
化
合
物

芳
香
族
化
合
物

油
脂
・
セ
ッ
ケ
ン

糖
類

ア
ミ
ノ
酸
・
タ
ン
パ
ク
質

核
酸

合
成
高
分
子


